


見えない品質を、見える施工へ

～透明型枠・温度管理・打設方法による
コンクリート品質確保への挑戦～



現況道路

当初計画

道路計画



当初計画



変更計画
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生コン打設リフト図
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生コン打設時の創意工夫



生コン打設時の創意工夫



生コン打設時の創意工夫



打設前準備



打設前準備



生コン打設



生コン打設



生コン打設完了



生コン打設完了



ひび割れ調査



ひび割れ補修



完成



最先端技術で進化する建設現場
 ～ICT建機・チルトローテーター・スキャナー管理の活用～



建設業界の課題と当社の取組み

建設現場の安全性・作業効率・品質維持は常に大きな課題です。
当社アイズホーネスト株式会社は、ICT技術を積極的に導入し、これらの課題解決に
挑戦しています。

本発表では、ICT建機、チルトローテーター、スキャナー管理の活用で
現場がどのように変わったかをご紹介します。



3D図面の活用

当社では現場の詳細を正確に把握するために、独自に作成した 3D図面を
活用しています。

• 設計と現場の齟齬を最小化し施工ミスを防止

• 打合せや施工計画の効率向上に寄与

• 複雑な地形や構造を立体的に表現し現場のイメージ共有を促進



ICT建機の活用効果

・GPS連動による高精度施工で手戻り工事を低減

・作業時間短縮とコスト削減

・オペレーターの負荷軽減により安全性向上



ICT建機活用



チルトローテーターの特徴と強み

チルトローテーターは油圧でアームを自由に回転・傾斜でき、狭い箇所や斜面でも
精密に施工できます。

・多角度からの作業が可能

・複雑な地形への対応が容易

・機械操作の効率化で作業負荷軽減



チルトローテーター活用



コンクリートバケット活用



総合的なメリットと今後の展望

• 環境負荷の軽減にも貢献

• 地域社会に信頼される企業として継続成長

• 今後は更なる ICT拡充と社員技術力強化を計画

• 安全性・施工効率・品質の向上を実現
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